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●お中元の場合は、お申し込みの時､「お中元」とご記入ください。●お申し込みが多くなっています。お早目に！

2024お中元・帰省のお土産に

代表の中島さんと有志がＤＩＹしてぬくもりの空間に

「誰に投票しようかな？」と記載台に向かう

「練習をくり返して自分の音を練っていきます」と、講師の藤森氏

園
芸
土
の
無
料

引
き
取
り
開
始

大
沼
孝
三
さ
ん

に
区
が
感
謝
状

詳細・
申込み

あ
だ
ち
ワ
ー
ク
わ
ー
く

in
Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ

　
６
月
１
日
・
２
日
に
し
ょ

う
ぶ
沼
公
園
で
行
わ
れ
た

「
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
」
で
実

施
さ
れ
た
俳
句
教
室
で
の
入

選
作
品
が
発
表
さ
れ
た
。
投

句
総
数
２
８
０
句
か
ら
、
足

立
俳
句
連
盟
が
吟
選
し
特
選

４
句
、
入
選
10
句
、
特
別
賞

10
句
が
決
定
。
入
選
作
品
は

以
下
の
通
り
。
敬
称
略
。

【
一
般
の
部
】〈
特
選
・
２
句
〉

飯
田
有
希（
加
平
）「
愛
年
は

越
え
て
み
せ
る
ぞ
は
な
し
ょ

う
ぶ
」、樋
口
邦
夫（
北
区
）

「
着
崩
れ
を
水
に
直
し
て
花

菖
蒲
」〈
入
選・５
句
〉
市
川

菜
々
香
（
江
戸
川
区
）
「
菖

蒲
園
子
の
ま
な
ざ
し
の
先
に

雑
魚
」、植
田
悦
子（
綾
瀬
）

「
年
重
ね
歩
け
る
喜
び
五
月

晴
れ
」、高
橋
静
子（
東
綾
瀬
）

「
う
る
わ
し
き
名
前
に
負
け

ぬ
花
菖
蒲
」、永
井
小
百
合

（
北
区
）「
花
し
ょ
う
ぶ
思
い

う
か
ぶ
は
強
き
母
」
、
原
田

陽
子
（
大
谷
田
）
「
共
白
髪

そ
ぞ
ろ
歩
き
の
花
菖
蒲
」〈
特

別
賞
・
５
句
〉秋
本
雅
信（
西

新
井
栄
町
）
「
ジ
ャ
ズ
の
音

に
紫
揺
る
る
菖
蒲
園
」
、
北

村
仁
一
（
綾
瀬
）
「
快
晴
に

新
た
な
靴
と
花
菖
蒲
」
、
金

城
綾
乃
（
大
谷
田
）
「
子
ど

も
ら
の
声
に
ひ
か
れ
て
花
し

ょ
う
ぶ
」
、
清
水
滋
生
（
加

平
）
「
菖
蒲
咲
く
し
ど
ろ
も

ど
ろ
の
母
と
ゐ
る
」
、
千
葉

静
江
（
大
谷
田
）
「
花
菖
蒲

老
い
の
歩
数
を
の
ば
し
け
り
」

【
中
学
生
以
下
の
部
】〈
特
選

・
２
句
〉板
倉
利
佳（
東
和
）

「
日
の
光
し
ょ
う
ぶ
の
花
の

い
ろ
ゆ
た
か
」
、
山
田
日
菜

（
大
谷
田
）
「
マ
マ
は
い
つ

も
が
ん
ば
り
す
ぎ
花
し
ょ
う

ぶ
」〈
入
選
・
５
句
〉
揖
澤
衣

凛
（
綾
瀬
）「
お
も
わ
ず
ね
え

が
お
に
な
る
よ
し
ょ
う
ぶ
え

ん
」、大
久
保
悠
香（
加
平
）

「
花
し
ょ
う
ぶ
い
ろ
ん
な
色

で
に
じ
み
た
い
」
、
関
玲
奈

（
江
戸
川
区
）「
む
ら
さ
き
の

し
ょ
う
ぶ
の
花
は
く
も
の
よ

お
」、中
川
原
詠
蒔（
綾
瀬
）

「
か
え
る
の
て
し
ょ
う
ぶ
の

は
な
に
つ
か
ま
っ
た
」、三
輪

つ
ぐ
み
（
六
町
）「
み
ん
な
の

え
が
お
花
し
ょ
う
ぶ
の
力
と

な
る
」〈
特
別
賞
・
５
句
〉
加

藤
里
緒
（
綾
瀬
）「
雨
の
中
花

が
負
け
ず
に
咲
い
て
い
る
」、

中
西
海
佳
（
東
綾
瀬
）
「
花

し
ょ
う
ぶ
き
れ
い
な
水
が
流

れ
て
る
」、蒔
田
侑
士（
加
平
）

「
は
な
し
ょ
う
ぶ
か
ぞ
く
た

の
し
い
さ
ん
ぽ
み
ち
」
、
源

大
輝
（
綾
瀬
）
「
し
ょ
う
ぶ

え
ん
な
い
て
わ
ら
っ
て
今
日

の
ぼ
く
」
、
米
原
佳
汰
（
綾

瀬
）
「
ほ
し
ぞ
ら
の
み
ら
い

が
見
え
る
花
し
ょ
う
ぶ
」

◇

【
選
者
吟
】大
和
田
博
道（
足

立
俳
句
連
盟
副
会
長
）「
水
の

意
に
添
ひ
し
色
な
り
花
菖
蒲
」

　
◆
７
月
５
日
号
掲
載
の

「
炎
天
寺
は
い
く
想
像
力
ク

イ
ズ
」
の
答
え
は
②
『
お
り

が
み
』
で
し
た
。

御
礼
　
今
シ
ー
ズ
ン
の
東

京
ド
ー
ム
開
催
Ｇ
チ
ケ
ッ
ト

は
完
売
し
ま
し
た
。
北
都
読

売
会

０
円
、
楽
器
の
レ
ン
タ
ル
は

５
０
０
円
（
い
ず
れ
も
税

別
）。定
員
10
人
、
小
学
３
年

生
以
上
対
象
。
受
講
者
以
外

入
店
不
可
。「
ｆ
＋
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ

ｉ
ｏ
」
＝
入
谷
２
‐
２
‐
３

を
開
催
す
る
。

　「
ら
ん
た
ん
亭
」の
代
表
、

中
島
正
行
さ
ん
（
28
）
は
、

中
学
・
高
校
時
代
に
居
場
所

の
な
さ
を
経
験
し
た
こ
と
か

ら
、
中
高
生
に
家
で
も
学
校

（
教
室
）
で
も
な
い
『
第
３

の
居
場
所
』
を
作
り
た
か
っ

た
。
大
学
を
卒
業
し
就
職
し

た
が
、
中
高
生
と
関
わ
る
に

は
年
齢
が
離
れ
す
ぎ
な
い
方

が
い
い
、
と
退
職
。〝
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
家
〞
の
よ
う
な

雰
囲
気
の
家
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
築
60
年
の
平
家
が

見
つ
か
っ
た
。

　
「
ら
ん
た
ん
亭
」
の
活
動

の
中
心
、
中
高
生
を
対
象
に

し
た
子
ど
も
食
堂
も
兼
ね
る

「
中
高
生
カ
フ
ェ
」
は
、
火

・
水
曜
と
第
３
金
曜
の
16
時

〜
20
時
、
入
場
料
１
０
０
円

で
参
加
で
き
る
。
今
で
は
中

高
生
や
10
代
の
８
人
が
利
用

す
る
。
何
か
を
見
つ
け
る
き

っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
不

定
期
に
月
1
回
、
芸
術
関
連

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開

催
。
週
末
の
夜
に
は
隠
れ
家

酒
場
が
開
く
こ
と
も
。
今
回

の
写
真
展
は
、
若
い
利
用
者

に
こ
の
地
域
の
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
。

　
「
中
高
生
カ
フ
ェ
の
日
を

増
や
し
た
い
け
れ
ど
現
状
は

厳
し
い
。
も
ど
か
し
い
で
す

ね
」
と
中
島
さ
ん
。
現
在
、

月
額
５
０
０
円
の
継
続
寄
付

を
し
て
く
れ
る
ワ
ン
コ
イ
ン

サ
ポ
ー
タ
ー
『
ら
ん
た
ん
亭

守
』
を
募
集
し
て
い
る
。
大

切
な
居
場
所
を
灯
す
ら
ん
た

ん
の
一
つ
に
な
っ
て
み
る
の

も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

【
昭
和
の
暮
ら
し
の
写
真
展
】

７
月
24
日
㈬
〜
27
日
㈯
、
11

時
〜
16
時
、ら
ん
た
ん
亭（
梅

田
４
‐
12
‐
14
）
。
入
場
無

料
。
24
日
13
時
〜
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
関
原
に
よ
る

ミ
ニ
講
座
も
開
催
。
★
活
動

等
の
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
（
「
ら
ん

た
ん
亭
」
で
検
索
）
で
。
問

合
☎
０
９
０
‐
１
８
５
２
‐

０
６
２
２
、

rantan.
tei21@gmail.com 

　
お
祭
り
で
ピ
ー
ヒ
ャ
ラ
ピ

ー
ヒ
ャ
ラ
と
鳴
り
響
く
篠
笛

を
手
仕
事
で
制
作
す
る(

有)

大
塚
竹
管
楽
器
（
入
谷
７
）

が
、
篠
笛
レ
ッ
ス
ン
ス
タ
ジ

オ
「
ｆ
＋
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
」

を
開
設
し
た
。

　
ス
タ
ジ
オ
は
日
暮
里
舎
人

ラ
イ
ナ
ー
の
舎
人
駅
か
ら
徒

歩
５
分
。
６
月
22
日
に
内
覧

会
、
翌
日
か
ら
１
時
間
程
度

の
篠
笛
演
奏
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
か
れ
て
い
る
。
７
月

14
日
は
、
東
京
藝
術
大
学
邦

楽
科
卒
業
の
藤
森
彩
貴
氏
を

　
住
宅
街
の
路
地
か
ら
少
し

入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
、
２

０
２
１
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
中
高
生
の
居
場
所
「
ら

ん
た
ん
亭
」
。
７
月
24
日
か

ら
27
日
に
、
地
域
の
人
た
ち

か
ら
預
か
っ
た
昭
和
の
頃
の

地
域
の
写
真
を
展
示
す
る

「
昭
和
の
暮
ら
し
の
写
真
展
」

　
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会

（
選
管
）は
、
若
者
の
投
票
率

ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
区
内
の

中
・
高
校
へ
出
前
授
業
と
模

擬
選
挙
を
セ
ッ
ト
に
し
た
主

権
者
教
育
を
進
め
て
い
る
。

　
７
月
11
日
、
区
内
小
学
校

で
は
２
校
目
と
な
る
出
前
授

業
を
、
中
川
小
学
校
６
年
生

54
人
が
受
け
た
。

　
ま
ず
最
初
に
主
権
者
教
育

推
進
員
の
山
田
勝
之
さ
ん
が

選
挙
に
つ
い
て
の
話
を
し

た
。
〈
選
挙
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
？
〉
か
ら
始
ま
り
、
衆
・

参
議
院
議
員
選
挙
や
Ａ
Ｋ
Ｂ

総
選
挙
、
国
民
総
選
挙
な
ど

を
例
に
挙
げ
、選
挙
と
は『
み

ん
な
で
、
何
か
を
決
め
る
』

こ
と
だ
と
話
し
た
。
さ
ら
に

民
主
主
義
に
つ
い
て
も
分
か

り
や
す
く
説
明
し
、
選
挙
が

民
主
主
義
の
世
の
中
で
は
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
教
え

た
。
ま
た
、
ク
イ
ズ
形
式
の

「
選
挙
de
Ｑ
」
に
児
童
は
真

剣
に
取
り
組
ん
だ
。

　
こ
の
後
、
『
中
川
区
長
選

挙
』
が
行
わ
れ
、
実
際
に
児

童
か
ら
３
人
が
立
候
補
、
選

挙
公
報
、演
説
に
挑
戦
し
た
。

立
候
補
者
は
、
む
ら
か
み
む

ね
た
（
水
戸
納
党
）
、
林
家

ポ
ン
太
（
こ
ん
ぺ
い
党
）
、

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
江
口
（
大
江

戸
党
）
。
そ
れ
ぞ
れ
〈
体
育

授
業
の
充
実
を
約
束
し
ま

す
。
〉
〈
バ
イ
キ
ン
グ
給
食

の
実
現
を
！
〉
〈
カ
ッ
コ
良

い
制
服
で
も
っ
と
ス
マ
ー
ト

に
〉
の
公
約
を
掲
げ
た
。

　
立
候
補
者
演
説
終
了
後
に

は
選
管
が
用
意
し
た
、
投
票

用
紙
、
記
載
台
、
投
票
箱
を

使
い
投
票
へ
。
全
員
の
投
票

を
確
認
し
た
あ
と
開
票
。
当

選
は
林
家
ポ
ン
太
こ
と
高
崇

洲
さ
ん
。
「
結
構
ド
キ
ド
キ

し
た
。
当
選
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
高
さ
ん
は
喜
ん
だ
。

　
最
後
に
、
選
挙
が
終
わ
っ

た
ら
お
し
ま
い
で
は
な
く
、

こ
こ
か
ら
が「
は
じ
ま
り
」で

見
守
り
続
け
る
こ
と
が
大
切

と
授
業
を
締
め
く
く
っ
た
。

講
師
に
、「
わ
れ
は
海
の
子
」

を
演
奏
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

指
の
押
さ
え
方
、
口
の
形
な

ど
の
説
明
後
、
実
際
に
音
を

出
す
。
参
加
者
は
難
し
い
と

言
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
取

り
組
み
、
終
了
間
際
に
は
歌

の
１
番
部
分
を
通
し
で
吹
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
大
塚
敦
社
長
は
「
ス
タ
ジ

オ
は
多
く
の
人
に（
篠
笛
を
）

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
以
前

か
ら
構
想
し
て
い
た
。
少
し

で
も
敷
居
を
低
く
出
来
た

ら
」
と
話
す
。
今
後
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
は
以
下
の
通

り
。
希
望
者
は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
「
ｆ
ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ
７

１
６
」Ｄ
Ｍ
で
予
約
で
き
る
。

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】
「
わ

れ
は
海
の
子
」
藤
森
彩
貴
＝

７
月
28
日
㈰
①
13
時
30
分
〜

②
15
時
〜
、「
赤
と
ん
ぼ
」
武

田
朋
子
＝
８
月
１
日
㈭
・
29

日
㈭
い
ず
れ
も
①
18
時
〜
②

19
時
30
分
〜
、「
か
ご
め
か
ご

め
」
藤
森
彩
貴
＝
８
月
４
日

㈰
・
25
日
㈰
い
ず
れ
も
①
13

時
30
分
〜
②
15
時
〜
、
各
回

約
1
時
間
。
一
講
座
４
０
０

　
７
月
11
日
、
美
容
室
Ｋ
Ｏ

Ｚ
Ｏ
（
竹
の
塚
６
）
の
代
表

取
締
役
会
長
、
大
沼
孝
三
さ

ん
に
、
区
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

　
同
美
容
室
で
は
、
以
前
営

業
し
て
い
た
店
舗
を
改
装

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
避
難

し
て
き
て
い
る
人
か
ら
予
約

が
入
っ
た
時
の
み
オ
ー
プ
ン

し
て
大
沼
会
長
自
ら
が
接

客
、
カ
ッ
ト
し
た
。
こ
の
無

料
の
ヘ
ア
カ
ッ
ト
は
昨
年
１

月
か
ら
続
け
て
い
る
。

　
大
沼
会
長
は
自
宅
近
く
で

髪
の
毛
が
ボ
サ
ボ
サ
の
外
国

人
を
見
か
け
、
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
避
難
し
て
き
て
い
る

人
か
も
し
れ
な
い
。
見
知
ら

ぬ
土
地
で
困
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
思
い
、
力

に
な
り
た
い
と
ヘ
ア
カ
ッ
ト

を
始
め
た
と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
に
延
べ
85
人
の

髪
を
切
っ
た
。
今
後
は
こ
の

取
り
組
み
を
縮
小
し
、
近
隣

の
日
本
語
や
英
語
が
話
せ
る

避
難
民
を
対
象
に
ヘ
ア
カ
ッ

ト
を
続
け
る
予
定
。

　
区
民
が
身
の
回
り
の
緑
化

を
進
め
や
す
く
す
る
環
境
整

備
が
必
要
だ
と
し
て
、
今
回

の
サ
ー
ビ
ス
開
始
と
な
っ

た
。

【
概
要
】
◇
場
所
＝
足
立
清

掃
事
務
所
（
東
伊
興
３
‐
23

‐
９
）
◇
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
（
日
曜
、
年
末

年
始
を
除
く
）
◇
方
法
＝
ビ

ニ
ー
ル
袋
等
に
入
れ
持
参

（
１
世
帯
で
月
に
1
回
、
20

Ｌ
袋
１
袋
ま
で
）
◇
引
取
対

象
＝
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た

園
芸
土
（
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生

成
し
た
堆
肥
は
可
）。★
枝
や

葉
、
石
、
汚
物
な
ど
が
混
入

し
て
い
る
場
合
や
園
芸
土
以

外
の
砂
・
泥
・
肥
料
・
木
く

ず
、プ
ラ
ン
タ
ー・植
木
鉢
は

回
収
不
可
。
事
業
所
な
ど
で

出
た
園
芸
土
は
回
収
不
可
。

　
足
立
区
で
は
７
月
１
日
か

ら
、
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た

園
芸
土
の
無
料
引
き
取
り
サ

ー
ビ
ス
（
足
立
清
掃
事
務
所

に
直
接
持
参
し
た
場
合
に
限

る
）
を
開
始
し
た
。

　
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る

足
立
の
夏
と
し
て
「
あ
だ
ち

ワ
ー
ク
わ
ー
く
in
Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ

ｅ
ｒ
」
が
、
学
校
が
夏
休
み

と
な
る
７
月
21
日
か
ら
８
月

31
日
ま
で
実
施
さ
れ
る
。

　
足
立
区
で
は
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
社
会
」
の
実
現
に
向

け
、
将
来
を
担
う
全
て
の
子

ど
も
た
ち
が
、
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
、
体
験
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
と
、
学
校
の
夏

休
み
期
間
中
に
施
設
や
体
験

講
座
の
無
料
化
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
昨
年
も
こ
の
時
期
に
無
料

体
験
講
座
を
43
講
座
実
施
し

た
が
、
今
年
は
84
講
座
と
大

幅
に
増
や
し
た
。
さ
ら
に
今

年
は
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化

施
設
も
無
料
で
楽
し
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
無
料
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
（
個
人
利
用
料
）
は
、
区

内
地
域
体
育
館
、
総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
小
・
大
体

育
館
と
屋
外
プ
ー
ル
、
ス
イ

ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
体
育

館
と
う
き
う
き
館
、
東
綾
瀬

公
園
温
水
プ
ー
ル
（
す
い
す

い
ら
ん
ど
綾
瀬
）
、
千
住
温

水
プ
ー
ル
（
ス
イ
ミ
ー
）
。

　
ま
た
、
大
谷
田
南
公
園
の

ミ
ニ
列
車
、
北
鹿
浜
公
園
の

ミ
ニ
列
車
と
バ
ッ
テ
リ
ー
カ

ー
が
無
料
に
。
い
ろ
い
ろ
な

生
き
物
と
出
会
え
る
生
物
園

の
入
場
料
無
料
。
美
し
い
星

た
ち
つ
く
り
出
す
、
大
迫
力

の
宇
宙
が
体
験
で
き
る
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ
ま
る
ち
た
い
け

ん
ド
ー
ム
も
入
場
無
料
。

　
一
方
、
区
内
に
39
軒
あ
る

銭
湯
も
小
・
中
・
高
校
生
と

乳
幼
児
が
入
浴
料
無
料
と
な

る
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
無
料
講
座
で
は
、
〈
夏
休

み
手
び
ね
り
で
作
る
親
子
で

陶
芸
体
験
〉〈
自
由
研
究
！
チ

リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
の
中
の
生
き

物
探
し
〉
を
は
じ
め
、
カ
フ

ェ
店
員
、パ
テ
ィ
シ
エ
、気
象

予
報
士
、
声
優
、作
家
、イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
い
ろ

い
ろ
な
職
業
が
体
験
で
き
る

講
座
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ

も
子
供
の
み
無
料
、
保
護
者

等
は
料
金
が
か
か
る
。
定
員

や
事
前
応
募
な
ど
が
あ
る
の

　
荒
川
放
水
路
通
水
１
０
０

周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

「
荒
川
遠
泳
大
会
２
０
２
４
」

を
９
月
14
日
㈯
に
実
施
す

る
。
現
在
泳
者
を
募
集
し
て

い
る
。
主
催
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

あ
ら
か
わ
学
会
（
荒
川
放
水

路
通
水
１
０
０
周
年
事
業
市

民
実
行
委
員
会
）
。
国
土
交

通
省
関
東
地
方
地
方
整
備
局

荒
川
下
流
河
川
事
務
所
が
後

援
。

　
荒
川
の
遠
泳
は
、
昨
年
９

月
に
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
日
本
泳
法
を
し
て
い
る

団
体
の
11
人
が
足
立
緊
急
用

船
着
場
か
ら
千
住
の
虹
の
広

場
ま
で
の
約
８
４
０
㍍
を
泳

い
だ
。

　
今
回
は
、
荒
川
左
岸
の
綾

瀬
川
排
水
機
場
前
か
ら
荒
川

右
岸
の
千
住
虹
の
広
場
ま
で

の
１
５
０
０
㍍
と
、
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
の
約
２
倍
の
距
離
を

域
で
の
「
遠
泳
」
「
オ
ー
プ

ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
」
等

に
参
加
し
た
経
験
が
あ
る

人
。
ま
た
、
連
続
し
て
２
㌔

㍍
以
上
を
確
実
に
泳
ぐ
こ
と

が
で
き
る
泳
力
が
あ
り
、
日

常
的
に
水
泳
や
運
動
を
行
っ

て
い
て
健
康
で
あ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
遊
泳
の
ル
ー

ル
は
、
複
数
人
で
隊
列
を
組

み
、指
示
者
に
従
っ
て
泳
ぐ
。

応
募
締
切
は
８
月
10
日
㈯
。

詳
細・申
込
み
に
つ
い
て
は
、

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

ま
た
、
当
日
の
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
る
。

当
日
応
援
も
大
歓
迎
。

泳
ぐ
。
泳
ぎ
出

し
は
午
後
３

時
。
定
員
は
40

人
。
参
加
料
は

８
０
０
０
円

で
、傷
害
保
険
、

伴
走
艇
等
費

用
、
終
了
後
の

公
衆
浴
場
入
浴

料
を
含
む
。
参

加
資
格
は
、
高

校
生
相
当
年
齢

以
上
、
自
然
水

で
、
下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
必
ず
確
認
す
る
こ
と
。

　
区
で
は
「
夏
休
み
と
い
う

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重

な
時
期
に
、
多
く
の
経
験
・

体
験
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

そ
れ
が
、
将
来
の
仕
事
に
役

立
つ
と
思
う
」
と
話
す
。
利

用
者
は
約
６
万
人
を
想
定
し

て
い
る
。

■
問
合
せ
先
　
お
問
い
合
わ

せ
コ
ー
ル
あ
だ
ち
（
毎
日
午

前
８
時
〜
午
後
８
時
）
☎
３

８
８
０
‐
０
０
３
９

「
中
川
区
長
選
」を
実
施

し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
俳
句
教
室

選
挙
っ
て
何
？

中川小入
賞
作
品
20
句
が
決
定

夏
休
み
に
多
く
の
経
験
・
体
験

あだちワークわーく in Summer

施設・講座無料に
泳
者
募
集

荒川遠泳大会を実施
荒川放水路通水100周年

◆
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
‐
Ｊ
女
子
プ

ロ
レ
ス
「
レ
イ
ン
ボ
ー
マ
ウ

ン
テ
ン
２
０
２
４
〜PUR

E-J7th Anniversar
y

」
指
定
席
Ｂ
券
を
５
組
10

人
に
　
【
決
定
カ
ー
ド
】
Ｐ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
‐
Ｊ
認
定
無
差
別
級

選
手
権
30
分
1
本
勝
負
＝

〈
王
者
〉
中
森
華
子
VS
世
羅

り
さ（
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
）〈
挑

戦
者
〉
。
参
戦
決
定
選
手
＝

チ
ェ
リ
ー
、
中
島
安
里
紗

（SEAdLINNNG

）
、

真
琴
、
高
瀬
み
ゆ
き
。
詳
細

は
Ｈ
Ｐ（「
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
‐
Ｊ
」

で
検
索
）
で
確
認
を
。
▽
８

月
11
日
㈰
11
時
30
分
開
始

（
10
時
45
分
開
場
）
、
後
楽

園
ホ
ー
ル（
Ｊ
Ｒ「
水
道
橋
」

駅
西
口
徒
歩
３
分
）
。
前
売

＝
Ｒ
Ｓ
席
、
ス
ー
パ
ー
シ
ー

ト
６
６
０
０
円
、
指
定
Ａ
５

５
０
０
円
、
指
定
Ｂ
４
４
０

０
円
。
18
歳
以
下
指
定
席
の

み
１
０
０
０
円
、
障
が
い
者

割
引
あ
り
（
付
き
添
い
を
含

む
２
枚
ま
で
、
障
が
い
者
手

帳
要
）
。
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ

ト
、
イ
ー
プ
ラ
ス
、
Ｐ
Ｕ
Ｒ

Ｅ
‐
Ｊ
女
子
プ
ロ
レ
ス
な
ど

で
絶
賛
発
売
中
！
申
込
・
問

合
☎
５
８
４
９
‐
２
３
４
１

（
Ｐ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
‐
Ｊ
女
子
プ
ロ

レ
ス
）

【
応
募
】
は
が
き
に
、
〒
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
〒
121
‐
０
８
３
１

足
立
区
舎
人
２
‐
２
‐
26
足

立
よ
み
う
り
新
聞
「
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
係
。
７
月
25
日
㈭
到

着
分
ま
で
。

難しいけど吹くのが楽しい
大塚竹管楽器がレッスンスタジオ

昭
和
の
頃
を
写
真
で

梅
田「
ら
ん
た
ん
亭
」

『
ら
ん
た
ん
亭
守
』を
募
集
中

次
号
は
８
月
２
日（
金
）発
行

○
新
規
広
告
は
！
☎
５
６
４
７
・
４
３
４
３

Twitter

◆日々の情報は

菊
地
黄
丸
、
知
柏
地
黄

丸
、
牛
車
腎
気
丸
、
海
馬

補
腎
丸
な
ど
補
腎
薬
の
中

か
ら
、
体
質
や
症
状
に
合

う
も
の
を
選
び
ま
す
。

　
ま
た
、
腎
臓
は
血
液
を

濾
過
す
る
場
所
な
の
で
、

腎
臓
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
は
血
液
を
き
れ
い
に

し
て
血
流
を
整
え
る
こ
と

も
大
切
で
、
漢
方
薬
で
は

丹
参
製
剤
や
田
七
製
品
が

　
中
医
学
に
は
「
補

腎
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
腎
は
生
命
エ

ネ
ル
ギ
ー
や

免
疫
力
、
自

然
治
癒
力
の

よ
う
な
生
き

る
力
を
幅
広

く
司
る
と
さ

れ
て
い
て
、

そ
の
腎
の
力

を
補
う
た
め
の
漢
方
薬

を
補
腎
薬
と
呼
び
、
古

来
よ
り
利
用
し
て
き
ま

し
た
。

　
腎
臓
機
能
の
指
標
と

な
る
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の

数
値
が
高
い
場
合
も
、

補
腎
薬
が
助
け
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
杞

使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い

で
す
。

　
さ
ら
に
、
生
薬
の
黄

耆
に
は
腎
機
能
改
善
効

果
が
あ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
が
、

実
際
に
私
た
ち

の
薬
局
で
も
、

補
腎
薬
と
黄
耆

製
剤
の
組
み
合

わ
せ
で
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
の
数
値

が
改
善
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
よ
く
見
ら
れ

て
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◆
飯
島
仁
生
堂
薬
局
本
店

足
立
区
千
住

１
―
29
―
２

☎
３
８
８
１
・
２
２
７
３

http://www.jinseido.co.jp Twitter

＜第１１８話＞

腎
機
能
・
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

柵
を
出
て
こ
そ
の
凌
霄
か
づ
ら
か
な
　
松
永
　
京
子

【
評
】
絢
爛
と
咲
く
の
う
ぜ
ん
の
花
の
蔓
は
十
メ
ー

ト
ル
に
も
伸
び
る
。
毎
日
の
よ
う
に
見
て
い
る
作
者

に
そ
の
中
の
一
本
の
蔓
が
庭
の
柵
を
超
え
た
の
だ
ろ

う
。
「
こ
そ
」
の
助
詞
で
作
者
の
感
動
が
読
み
取
れ

る
。

学
び
後
み
ん
な
集
い
て
ジ
ュ
ー
ス
飲
む
小
林
　
玲
子

冷
凍
庫
開
け
て
一
気
に
水
を
取
る
　
　
水
谷
　
義
江

ま
だ
ま
だ
と
駆
け
る
夕
焼
の
捕
虫
網
　
鴫
原
千
代
子

亡
き
妻
の
味
継
ぐ
胡
瓜
肉
炒
め
　
　
　
鈴
木
　
一
由

噴
水
の
し
ぶ
き
七
色
あ
り
に
け
り
　
　
小
林
　
愛
治

変
わ
り
ゆ
く
町
で
変
わ
ら
ぬ
心
太
　
　
木
村
　
徳
夫

夏
木
立
透
す
そ
の
先
五
色
沼
　
　
　
　
大
羽
ミ
ツ
江

花
嫁
の
父
は
泣
き
虫
桐
の
花
　
　
　
　
坂
田
　
和
枝

父
母
弟
三
つ
供
え
し
精
霊
馬
　
　
　
　
岡
崎
　
良
一

ど
く
だ
み
の
白
き
花
弁
そ
っ
と
触
れ
　
小
嶋
テ
ル
子

膝
元
に
ま
と
わ
り
つ
き
ぬ
梅
雨
の
蝶
　
早
川
賀
世
子

朝
焼
や
起
き
て
歩
け
た
あ
り
が
と
う
　
竹
内
　
祥
子

飛
び
跳
ね
る
篠
突
く
雨
に
雨
蛙
　
　
　
下
田
　
尚
保

木
洩
れ
日
は
移
ろ
い
易
き
立
夏
か
な
　
石
橋
　
陽
子

幾
つ
で
も
な
い
凌
霄
を
掃
い
て
ゐ
る
　
選
　
者
　
吟

　
【
応
募
要
項
】
　
は
が
き
に
当
季
雑
詠
２
句
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
☎
を
明
記
し
、
〒
121
‐
０
８
３
１
足
立
区

舎
人
２
‐
２
‐
26
足
立
よ
み
う
り「
俳
壇
」係
へ
。
一
人
一

通
。締
切
は
８
月
21
日
㈬
到
着
分
。９
月
６
日
号
に
掲
載
。

青
山

　丈

　選

栞
同
人

壇壇
俳俳


